
取組のポイント
 若者世代に関⼼の⾼い要素を取り⼊れ、楽しみながら避難所⽣活を体験し、防災学習できるよう、

以下のような取組を実施。

★参加者には、避難所の運営ミッションを課す（災害時に、積極的に運営できるように）

★避難所での「⼦供の遊び場」確保といった、若者世帯のニーズに沿ったテーマを取り⼊れ

★⼣⾷作りは、⾚⼗字奉仕団の協⼒のもと、炊き出しを実施。朝⾷は⾮常⾷の提供。

★避難所⽣活での健康管理を⽬的に、朝ヨガも。

防災キャンプ
デジタル⾏動特性参加体験

取組分類
☑避難しやすい

福井県⼤野市⾃治体

取組概要
 ⼦を持つ若者世代を主とした参加者が、アウトドア体験や⾃然体験活動などを通じ、災

害発⽣時の避難所⽣活を疑似体験する。
 特に若者世代に対して、防災意識の醸成や能動的な⾏動を促すことで、地域防災⼒の向

上を図る。

内容⽇程

・宿泊テントの設営
・開会式
・避難所⽣活のルール説明
・各種体験
・⼣⾷（カレー作り）
・ミニたき⽕、避難所カフェ
・就寝 晴れ︓グラウンドにテント

⾬ ︓体育館にテント等で仕切り

１⽇⽬

・朝ヨガ
・朝⾷（⾮常⾷で朝ごはん）
・全員で掃除
・閉会式

２⽇⽬

▼避難所運営ミッション ▼防災キャンプ プログラムの例

取組のきっかけ
 この地域では、都市部への若者⼈⼝の流出が多く、⾼齢化が進んでいた。
 防災訓練への参加は地区の⾼齢者が中⼼で、⼦どもや若者世代の参加率が低かった。
 キャンプなどのアウトドア体験が若者から注⽬を集めており、防災キャンプの開催に⾄った。

▼⾮常⾷を使⽤した⼣⾷づくり

取組の効果
 参加⼈数︓令和元年度 57名、令和3年度 59名、令和4年度 66名 ※令和2年度は実施なし

▶グラウンドにテントの設営

問合せ先︓福井県⼤野市 防災防犯課
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